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構造化クレーム」は、明晰に請求項内容を表現する論理的な表現形式（新たなパテ 
ントマップ）です。しかも、数日間の講習で、知財関係者誰もが習得することが出来 
ます。この「構造化クレーム」から、望む形式（名詞句、複文、連文、それらの混合 
文）の和文請求項文を生成することができます。和文構造化クレームを現状の機械翻 
訳を活用して、他言語文構造化クレームに翻訳することができます。そして、他言語 
文構造化クレームから、望む形式の各国出願用クレーム文を生成することができます。 
さらに、クレーム間の類似性の判定、クレームの縮約・情報抽出、等々の高度な知的 



処理も実現することが出来ます。ただし、これらの実現には、言語処理等の ICT 専門 
家が必要です。これらは、さておき、「構造化クレーム」を中心において、特許請求の範囲
の設計方法、請求文の作成、請求項のメインテナンス、これらの一連の手順をまとめ、知財
専門家のトレーニングコースが開設されることを望みます（横井） 
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